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菊川 鉄也

会
長
挨
拶

　
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
青
年
部
令
和
６
年
度
会
長
就
任
に
際
し

て
、
皆
様
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
当
青
年
部
の
活
動

に
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

こ
の
た
び
の
令
和
５
年
度
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
北
村
会
長
よ
り
バ

ト
ン
を
受
け
、
会
長
職
を
預
か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
菊
川
鉄
也
と

申
し
ま
す
。
微
力
な
が
ら
私
が
当
会
会
長
と
し
て
今
後
１
年
間
、
会

の
発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
任
期
期
間
中
、
一
度
初
心
に
戻
り
、
そ
し
て
、
新
た
な
事
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
絆
を
構
築
し
、
他
関
連
機
関
と
の
連

携
を
よ
り
深
め
、
新
し
い
状
況
を
生
み
出
し
易
い
基
盤
を
構
築
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

最
後
に
、
青
年
部
活
動
を
通
じ
、
小
田
原
・
箱
根
の
元
気
を
全
力
で

発
信
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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４
月
18
日
㈭
、
小
田
原
お
堀
端
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
に
て
「
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
青
年

部
令
和
６
年
度
通
常
総
会
」
が
厳
粛
な
雰
囲
気
の

中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、
直
前
会
長
で
あ
る
北
村
徳
宏

君
か
ら
令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の

報
告
、
野
口
監
事
よ
り
監
査
報
告
、
今
年
度
会
長

で
あ
る
菊
川
鉄
也
君
か
ら
令
和
６
年
度
の
事
業
計

画
・
収
支
予
算
お
よ
び
周
年
事
業
積
立
金
取
り
崩

し
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
挨
拶
で
は
、
菊
川
会
長
よ
り
「
創
立
当
初

よ
り
、
小
田
原
と
箱
根
の
青
年
部
の
考
え
方
の
違

い
を
調
和
さ
せ
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ

て
事
業
を
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
、
10
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
新
た
な
目
的
地
を

設
定
し
、
飛
び
立
つ
時
だ
。
私
の
務
め
は
、
思
考

の
実
行
機
能
を
用
い
、
新
し
い
状
況
に
お
け
る
、

習
慣
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
は
別
の
行
動
を
取
り
、

ど
の
行
動
を
と
る
か
選
択
し
、
メ
ン
バ
ー
を
目
的

地
ま
で
安
全
に
運
び
、
搭
乗
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー

に
寄
り
添
い
、
一
年
間
を
共
に
し
、
気
持
ち
に
変

化
を
も
た
ら
す
よ
う
な
会
を
目
指
す
。
ま
た
、
青

年
部
活
動
は
、
前
向
き
に
経
験
と
し
て
取
り
組
み
、

学
ぶ
べ
き
こ
と
は
、
内
容
で
は
な
く
や
り
方
で
あ

る
こ
と
を
覚
え
て
ほ
し
い
。
自
分
の
方
向
性
を
見

失
っ
た
時
に
隣
に
い
る
仲
間
と
学
び
、
学
び
や
経

験
を
深
め
て
、
自
分
の
適
性
能
力
を
改
め
て
見
つ

け
、
社
会
で
活
か
す
た
め
の
道
が
見
え
て
く
る
は

ず
。
」
と
の
所
信
表
明
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
田
原
市
・
守
屋
輝
彦
市
長
、
箱
根

町
・
伊
藤
和
生
副
町
長
、
小
田

原
箱
根
商
工
会
議
所
・
鈴
木
悌

介
会
頭
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
ご
来
賓
の
皆
様
に
も
ご
臨
席

い
た
だ
け
ま
し
た
。
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総務広報委員会

石綿 秀規 専務理事

創立10周年記念実行委員会

椎野 拓実 副会長

組織連携スクラム委員会

後藤 健太郎 副会長
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稲葉 潤 副会長
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川瀬 豊州 副会長

シン・拡大委員会

澤田 勇太 副会長

総務広報委員会
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組織連携スクラム委員会
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國安 則至 委員長

シン・拡大委員会

瀬戸 広太 委員長

　本年度の総務広報委員
会では、総務・広報の活
動を通して、当青年部が
地域にとって価値がある
組織であることを伝える
ことを目的に活動致しま
す。
　青年部会員の円滑な連
携体制を構築し、活動の
魅力発信と知名度向上に
努めることで、小田原箱
根の地域から更なる信頼
を獲得し、必要とされる
組織づくりに貢献致しま
す。

　当委員会では、これま
で先輩諸氏により築きあ
げてこられた歴史、伝統、
文化、熱き想いをしっか
りと伝承し、周年イヤー
にふさわしい記念事業、
記念式典を開催いたしま
す。
　周年事業を通じ、全会
員が一丸となり、より一
層地域から期待と信頼を
寄せ、思いを託され連綿
と受け継がれた襷が永続
的に次代へ繋がることを
目指します。

　当委員会では、担当事
業を通じて地域活性化の
一助となる活動を設えて
参ります。
　また地域で活躍されて
いる方 と々の交流を図り、
地域に対する情熱や想い
を継承すると共に、新しい
文化の創造に向かって研
鑽に努めます。
　地域活性化に向けて組
織連携を図り、地域の特色
を活かしたイノベーション
を創出すべく、スクラムを
組んでチャレンジします。

　近年、我々のビジネス環境は目まぐ
るしく変化しています。当委員会では、
最新のマーケティング手法や、生成Ａ
Ｉ等の最先端のテクノロジーを学ぶ研
修事業を行い、個々のビジネス能力を
高め、地域の経済的発展に貢献でき
る青年部メンバーを育成して参ります。
　青年部は自己成長に必要な【交流・
学び・経験】を得られる場です。当委員
会も研修事業運営を通じ、会員の皆
様へ様々な価値を提供していきたい
と考えております。個々の成長から組
織力強化につなげ、地域社会に貢献
できる価値ある青年団体へと進化し
ていきます。

　当委員会では、地域経済
の活性化を図るために、地
元の農産物や特産物を活
かした地域ブランディング
や、ビジネスファイナンスの
最新の動向について学ぶ
機会を設えて参ります。
　研修を通じて、青年部会
員1人ひとりが自信を持って
新しい事にチャレンジでき
るように成長を促し、未来に
向けての一歩を踏み出し、
地域にとって重要な組織と
なることを目指します。

　シン・拡大委員会では、青年部
の今後の様 な々可能性を見出し、
真の豊かさを実現するため、新た
な出会いの扉を開く会員拡大を主
な目的として活動してまいります。ま
た、地域の伝統文化を継承してい
く「小田原ちょうちん製作指導教
室」の運営支援、3月の「卒業例会・
納会」も担当いたします。今年度の
活動を通じ、新入会員の皆様が青
年部活動に積極的に参加できる
ようなプラットフォーム的役割を担
い、当青年部の持続性を高めるこ
とを目指していきます。一年間、どう
ぞよろしくお願いします。
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